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	写真電送ニ関スル講演集　昭和五年五月　逓信省研修テキスト
電気技術史研究会資料  窪田啓次郎   「我が国におけるファクシミリの発達史」 

1995年2月28日 資料番号HEE-95-6   (社) 電気学会   
Warren M. BLISS “Advancements in the Facsimile Art during 1959”   Conference Paper,  AIEE Winter General Meeting Jan. 31 －Frb.5, 1960
丹羽保次郎 「思い出のフロンティア／NE式写真電送の研究とその時代」

電子通信学会誌 Vol.56, No.6 (1973.6) pp.788-792
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窪田講演1995
CONPAPER1960

NIWA1973
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	電気通信研究所第22回研究発表会 プログラムと発表論文目次 

テーマ：電話ファクシミリ

    　　日　時：昭和53年9月21日(火)　 13.30 ～ 16.35 

場　所：武蔵野通信研究所 講堂　　　　　           

論文1 小林 一雄・沢田 源兵衛 「電話ファクシミリの実用化」 
論文2 結城 皖曠・鈴木 豊・山田 豊通 「帯域圧縮方式」

論文3 籏手 嘉男・越智 宏・湯瀬 主税・田中 秀夫 「走査，記録方式」

	ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ


	研究発表会

1978


	研究発表会（電話ファクス）1978
小林沢田1978

結城鈴木山田
1978
HatateOchi
et.al.1978
	07/1/15
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	勝見 技手(大阪電信区) 解説「写真電送を中心として」[Ⅰ]～[Ⅵ] 

        昭和12年 大阪工務新報 に連載                        

勝見 正雄 黒岩 庄吉 「模写電送に於ける明瞭度改善の一方法について」

       電気通信学会誌 (昭和28-11)   
勝見 正雄 高橋 久太郎 桜井義郎 内田源一 「模写電送(特に文字電送)に於ける

帯域制限の効果について」電気通信学会誌(昭和29-3)

 勝見 正雄 高橋 久太郎 桜井義郎 内田源一 「模写電送に於ける波形歪の一考察」

電気通信学会誌 (昭和29-9)      

勝見講師「写真電送に於ける同期方式に就いて」昭和17年8月31日

勝見 識 「写真及び模写電送に於ける同期方式及安定発振器」昭和20年2月1日

             逓信院工務局調査課                        

調信第1005号(電信機械資料) 勝見正雄 「電信技術の現状と将来(その一)」

       逓信省工務局調査課 (24.5.13)

技調4-5035号「吾が国の模写電送に就て」(模写資料第一輯) 昭和24年11月 

電気通信省施設局施設部調査課 

「模写電送方式」(部内誌「施設」掲載報文) 昭和29年  技師長室潮差課                                                                       
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明瞭度1953
帯域制限1954

波形歪1954
同期レジメ1942

同期と発振器

1945
現状と将来1949
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	衣川正男「テープ式文字電送機特性及び定数表」日本電送株式会社 (1948) 

研究資料第224号 中尾弘三・成田文信・徳江正「写真電送における自動階調制御方式」国際電信電話株式会社研究所  機械課 (1961.5)                
経過資料第2号 奥野治雄・国枝寿博「高速度模写電送ならびに二重模写電送の検討」

電気通信研究所方式実用化部電信方式課 (1951.5)              

津田克蔵・成田覚・玉田春雄・岡島寿太郎　｢改良型電橋光電管変調方式について｣ 

方式実用化部電信方式課 (1951.3)   　　　　　　　　　　　  

「集配信用模写電信機光電変換系に対する検討」電気通信研究所電信課(1957.8) 
調信第１016号 「鍵盤模写電信機」昭和24年9月 施設局施設部調査課     
「電報集配信用模写電信送受機概要」1957.10  電気通信研究所電信課        
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Ｃ
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Ｃ
	模写装置


	テープ模写事始
1948
自動階調1961
二重模写1951
電橋光電回路

1951

光電変換系1957
鍵盤模写1949
集配信模写1957
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	電信電話調査報告第六号 金原 淳・綱島 毅・永田 良孝「無線による遠隔地間の写真電送に就て(其の一)  昭和11年6月  逓信省工務局         
守田敬太郎・大森徹・杉森英夫「無線模写電送試験について」東芝レビューVol.8,No.7 (1953)pp.506-510

古橋・窪田・三宅・吉田「FS方式無線模写電信の現場試験結果」通研月報 Vol.6,No.1 1952

成果報告第417号 「ダイバーシティ受信方式ならびに直接周波数変調方式無線写真電信現場試験報告」 担当電信課・無線課  1952年10月  電気通信研究所 方式部

技調28-7510 「短波FS方式模写電信放送試験結果」(1953.10)  技師長室調査課
技調28-7502 「短波FS方式模写電信放送に関する第一次調査報告」(1953.7)  

技師長室調査課                                        
技調29-7501「短波FS無線模写電信方式に於ける周波数偏移及び受信帯域巾の選定資料」(1954.5)  技師長室調査課
施調26-51002 「対米無線写真電送商用試験報告」(1951.7)  電気通信省施設局
施設部調査課                              
解説資料第39号「無線模写電信受信装置および模写送受信装置説明書ならびにローカル試験結果」  電気通信研究所方式実用化部 (1952.5)                         
「超短波周波数変調方式による模写電信実験報告」昭和24年2月 時事通信社  
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無線試験東芝
1953
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試験1952
FS放送試験結果
1953
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	経過資料第308号 「模写電信に依る電報の集配信方式」電話集配信と模写集配信との予備的経済比較(その一)  担当 電信課  1955年8月 電気通信研究所        
経過資料第457号「模写電信による電報の集配信方式」 担当 電信課 1956年2月 
電気通信研究所
所内資料「模写電信による電報集配信方式について」1957．10 
電気通信研究所 電信課 

.技資36-718 「電報集配信における模写電送方式-小局経営合理化対策- 
昭和36年8月 技師長室調査部門 電信担当
技調28-4505 「廣帯域有線傅送の世界の現況(抄)」(1954.1)技師長室調査課   
技調法1-607 「局間連絡用模写電信装置現場試験報告」昭和31年10月

技師長室調査課                                      

「位相反転通信方式に依るデープ文字電送二重通信について」付「二重通信操作装置説明書(電話および模写電信(Telefax)用)」東方電機株式会社 (1954)        
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Ｃ
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	システム構成
	模写集配信1955
模写集配信1956
模写集配信1957
模写集配信1961
廣帯域現況1954
局間模写1956

模写二重1954
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	山本 昇一(研究員) 「有線通信回線に於ける位相歪」電気試験所潮差報告第百六号 (所長 蜜田良太郎、第二部長 小川 一清) 昭和11年7月 逓信省電気試験所       
所内資料  成果報告第2号   国枝寿博・小林一雄「位相歪測定器」(第一報)   

1951年5月  電気通信研究所 方式実用化部                 
所内資料 写真及模写電信回線現場潮差要領・模写電送回線並びに試験規準・位相歪測定器(模写伝送方式を含む)第２次現場試験報告 Ⅰ位相歪測定器 

29年3月 電気通信研究所電信課模写電信係                
国枝寿博・小林一雄「高速度模写電信現場試験報告」(1952.6)

            電気通信研究所方式実用化部                   
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	評価と測定
	回線位相歪1936
位相歪測定器1951
位相現場試験1954
模写現場試験1952
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	奥野治雄・杉本伊三巳「簡易写真電送に於ける新しき記録方法に就いて」 

(1) 放電破壊に依る記録方法(其の一)  電気試験所彙報 Vol.2,No.12 pp.24～27 (昭13.12) 
奥野治雄・木練清蔵・本郷杉太郎 「簡易写真電送に於ける新しき記録方法に就いて(Ⅱ)」

電気試験所彙報 Vol.4,No.3 pp.184～195 (昭15-3.)           
角 英悦・水谷 健・杉田ひさ子「模写電送記録紙に就いて」昭和15年10月 
日本電気研究所

奥野治雄 「新しき放電破壊記録方法と簡易模写電信への応用」 第一回電気試験所
研究発表会講演集 (昭和17年4月21・22日) 於産業組合中央会館講堂          
逓信技術委員会電信部会模写電信分科会 「放電破壊記録法に依る模写電送に就いて 中間報告」 昭和21年7月24日
同上用付録1 奥野治雄 「放電破壊に依る新しき電気的記録方法に就て」
科学測器 Vol.3, No.7

奥野治雄・木練清蔵・太田ひさ「模写電信受信記録紙(A2号記録紙)」成果報告第77号

            1951年10月 電気通信研究所 方式実用化部                
経過資料第41号 「模写電信受信記録紙(A3号記録紙)」担当課電信方式課 
1951年9月 電気通信研究所 方式実用化部
「静電的方法による高速度記録について」1961年9月 電気通信研究所 電信課  

窪田・小林・大田・岡島・南保・成果報告第2346号「静電記録の研究」

1964年11月3日発行 電気通信研究所                      

小林・大田・岡島・南保・水江「静電記録によるファクシミリ」

研究実用化報告 Vol.19,No.3 (1970) pp.715～740    
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	記録方式媒体
	新記録方法1938
新記録方法1940

模写記録紙1940
放電破壊1942
放電破壊1946
電破壊付録1
A2号記録1951
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静電記録1961
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	浅田常三郎 「報告書」昭和15年12月 (音環発振器の開発経緯を記述)
勝見正雄・島田博一「強制同期発振器(引込発振器)動作理論の一考察」昭和24年11月

電気通信省施設局施設部調査課                            

国枝寿博・河田俊重「対米写真電送用 独立同期用発振器の周波数安定度についての考察」 昭和25年10月   電気通信研究所 電信方式課             
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	同 期
	音環浅田1940
引込発振器1959
同期安定度1950
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	翻訳論文 「写真電送」電信電話学会論文翻訳委員会 昭和六年十一月  
国際ファクシミリの発達」 海外電気通信事情調査第２篇 1949年 

逓信省工務局調査課

文献翻訳資料第51号  「周波数偏移無線写真電信(RFCS)のダイバーシティ受信方式」(窪田啓次郎訳)   電気通信研究所 方式実用化部    1951年12月

「模写電信(テレックス)の発展」 海外電気通信事情調査第２篇 昭和27年 

電気通信省 施設局 施設部 調査課                      

「外国天気図模写放送資料」 (中央気象台昭和29年10月発表による) 

技師長室調査課
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	海外文献
	翻訳論文1931
海外調査1949
翻訳RFCS1951
海外調査1952
天気図放送1954
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	奥野治雄 「写真電送に関する研究隣組に就いて」(昭和21年頃の講演予稿)  

「ファクシミリの変遷」松下電送株式会社 (1985)                 
	Ｂ
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	雑資料
	研究隣組1946
FAX変遷1985
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	「一号模写電信装置説明書(動作概要)」 昭和18年6月10日 逓信省工務局調査課
「一号模写電信装置説明書(動作概要)」 昭和19年2月29日 

逓信院官吏練習部技術専修科

機械資料(調機第143号調書)「鍵盤模写電信機」昭和23年10月25日 逓信省工務局 

調査課機械係

機械資料 調機第146号調書 「1号改良形模写電信装置取扱説明及び技術心得」昭和23年11月逓信省工務局調査課

「改一号模写電信機」 (説明書) 昭和24年12月1日 電気通信研究所 電信方式課

「TDK型模写電信装置取扱説明書」昭和26年11月  東方電機株式会社

無線模写電信装置取扱説明書 「FA-2形 模写電信送信装置，FB-2形模写電信受信装置」  昭和29年7月 技師長室調査課       (2冊)

技術29-6510 「2号模写電信装置取扱説明書」 昭和30年1月 技師長室 調査課

VF形模写電送装置保守技術指導者訓練資料 「VF形模写電送装置」昭和33年10月

            日本電信電話公社 保全局

技調方3-612 「VF2形0号模写電送機の試用試験報告書」 昭和34年1月 

技師長室調査課

技報4-608 「VF2形1号模写電送機の商用試験報告書」 昭和34年11月

            技師長室 調査部門 電信担当

「調36号S形模写電送送信機 取扱説明書」 東方電機株式会社 

 (昭和37年11月22日の印)

「調36号R形模写電送受信機 取扱説明書」 東方電機株式会社 

 (昭和37年11月22日の印)

施訓資料38信02 「VF-4形模写電送機保全」昭和38年12月 

日本電信電話公社保全局

． 
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	模写機器取説
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